
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

一

七

号

除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
等
の
量
と
減
容
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

市

早

苗
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除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
等
の
量
と
減
容
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
に
環
境
省
が
発
表
し
た
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
汚
染
の
対
処
に
お
い
て
必
要
な
中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
中
間
貯
蔵
施
設
等
の

基
本
的
考
え
方
」
）
で
は
、
「
中
間
貯
蔵
施
設
の
容
量
」
を
、
福
島
県
内
で
約
�
�
�
�
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
�
�
�
�

万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
見
込
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
仮
に
除
染
対
象
と
な
る
場
所
を
「
追
加
被
曝
線
量
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
し
た
場
合
で
も
、
報
道
に

よ
る
と
福
島
県
内
の
除
染
対
象
面
積
は
約
�
�
�
�
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
、
表
土
を
�
㎝
剥
ぐ
と
す
る
と
、
排
出
さ
れ

る
汚
染
土
壌
量
は
�
�
�
�
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
概
算
で
き
る
。

更
に
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
に
野
田
内
閣
が
閣
議
決
定
し
た
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
」
（
以
下
、
「
基
本
方
針
」
）
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
長
期
的
な
目
標
と
し
て
追
加
被

ば
く
線
量
が
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
除
染
対
象
と
な
る
場
所
を
「
追
加
被
曝
線

量
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
し
た
場
合
に
は
、
報
道
に
よ
る
と
福
島
県
内
の
対
象
面
積
は
約
�
�
�
�
平
方
キ
ロ

一



メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
、
表
土
を
�
㎝
剥
ぐ
と
す
る
と
、
汚
染
土
壌
は
�
億
立
方
メ
ー
ト
ル
と
概
算
で
き
る
。

除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
の
量
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
数
値
を
と
っ
て
も
膨
大
で
あ
り
、
相
当
な
減
容
化
が
な
さ
れ
な
い
限

り
、
事
業
の
実
施
は
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
住
民
の
安
全
を
確
実
な
も
の
と
す
る
べ
き
事
業
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
巨
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
除
染
事
業
の
「
実
現
可
能
性
」
と
「
実
効
性
」
を
把
握
し
た
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
。

一
、
除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
等
の
量
と
内
訳
に
つ
い
て

�

環
境
省
が
「
中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
考
え
方
」
で
、
「
中
間
貯
蔵
施
設
の
容
量
」
を
、
福
島
県
内
で
「
約
�
�
�

�
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
�
�
�
�
万
立
方
メ
ー
ト
ル
」
と
し
た
積
算
根
拠
を
伺
う
。
除
染
対
象
と
な
る
場
所
の
基
準

と
面
積
、
除
去
土
壌
の
量
と
試
算
方
法
、
土
壌
以
外
の
廃
棄
物
の
量
と
試
算
方
法
等
が
分
か
る
よ
う
に
詳
細
に
回
答
さ
れ

た
い
。

�

中
間
貯
蔵
施
設
で
保
管
す
る
汚
染
物
の
う
ち
、
焼
却
可
能
な
も
の
と
焼
却
で
き
な
い
も
の
の
割
合
に
つ
い
て
、
如
何
に

予
測
し
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

二



二
、
除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
や
廃
棄
物
の
減
容
化
に
つ
い
て

除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
や
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
量
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
減
容
化
が
除
染
事
業
の
成

否
の
鍵
を
握
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
基
本
方
針
」
に
は
「
仮
置
場
等
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
除
去
土
壌
に
つ
い
て
、
技
術
の
進
展
を
踏
ま

え
つ
つ
、
保
管
又
は
処
分
の
際
に
可
能
な
限
り
減
容
化
を
図
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
減
容
化
の
具
体
的
方
法
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
「
基
本
方
針
」
の
と
お
り
「
仮
置
場
等
の
確
保
等
の
観
点
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
減
容
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。よ

っ
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

内
閣
で
は
、
除
染
に
伴
う
「
除
去
土
壌
」
の
減
容
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
技
術
を
採
用
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

技
術
に
よ
っ
て
、
何
割
程
度
の
減
容
化
が
期
待
で
き
る
の
か
。

�

内
閣
で
は
、
除
染
に
伴
う
「
廃
棄
物
」
の
減
容
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
技
術
を
採
用
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
技

術
に
よ
っ
て
、
何
割
程
度
の
減
容
化
が
期
待
で
き
る
の
か
。

�

減
容
化
に
か
か
る
費
用
の
見
積
り
と
内
訳
を
伺
う
。

三



右
質
問
す
る
。

四


